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被験者に感覚刺激をくり返し与えたときに
計測される脳（磁）波を刺激に同期して加算平
均すると、いくつかのピークからなる誘発波
が得られる（図1）。とくに潜時（刺激から反応
までの時間）100msではN100（m）と呼ばれる
大きなピークが生じる。誘発波は脳の基礎研
究、臨床医学や人間工学に用いられる。今ま
では、感覚刺激が入力されると脳内の複数の
信号源が過渡的に活性化される一方、定常的
に観測される振動はノイズゆえに加算平均に
よって消えるので誘発波が生じると考えられ
てきた。
図2は、「ピッ」という音をくり返し被験者
に聞かせたときの（加算平均する前の）脳磁波
を、6Hzを中心とする狭帯域バンドパスフィ
ルターに通し、刺激のタイミングで重ね合わ
せたものである1)。潜時100msを中心とする
時間範囲だけにおいて位相が刺激のタイミン
グに同期している。この図から、6Hz近辺の
定在波は刺激と無関係なノイズではないこと
が分かる。潜時約100msにおける波形の振幅

値の空間分布（磁場分布）から、しばしば良い
精度で、聴覚領内に一個のダイポール（神経
活動を表す方向をもった電流要素）が信号源
として推定される（図3）。聴覚領内にこの一
個のダイポールしか存在せず、その振動の位
相同期だけが神経応答の要因ならば、潜時約
100ms以外のピークにおいても同じダイポー
ルが推定されるはずである。しかし実際には、
精度よく推定されるのは潜時100msを中心と
する時間領域だけであった1)。われわれはシ
ミュレーション結果などから、聴覚領内にダ
イポールで近似される信号源が複数個あり、
無音のときそれらの位相はたがいにランダム
だが、音が入ると潜時100msを中心とする時
間領域で位相がそろうと考えている。視覚誘
発波についても類似の実験結果がある2)。1つ
の感覚刺激のさまざまな属性が複数部位で
別々に抽出され、位相同期というかたちでそ
れらの結びつけがなされる、というのが1つ
の解釈である。人間工学や臨床医学への誘発
波の応用において新たな発展が期待される。
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図1　聴覚の誘発波
スケールは、音刺激（左耳へのトーンバースト）のオ
ンセット、100 fT/cm（たて）と、100ms（よこ）。
右側頭葉上で記録。加算回数:約50回。

図2　連続する20試行の生データを帯域フィル
ターに通した後の波形
スケールバーは、図1に同じ。

図3　（a）図2の赤線。（b）a図の▼で示す時刻に
おける、右半球上の磁場分布（20 fTごとの等高
線表示）。赤（青）線は外（内）向きの磁場。矢印は
推定されたダイポール。（c） ダイポールの強さ
（上、 20 nAmステップ）と推定精度（下、10%ス
テップ）の時間経過。時間は50msステップ。
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